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守ろう！美しい川内川を
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陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
は
、
昭

和
56
年
12
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
行
政
、
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
誘
致
運
動
の
成
果
に
よ
る
も

の
で
す
。
以
降
、
市
で
は
「
自
衛
隊
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
市
政
の
主
要
な
柱
に
据
え

て
、
え
び
の
駐
屯
地
と
栄
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

開
設
当
時
の
定
員
は
１
，
３
８
０
人
で

し
た
が
、
現
在
は
６
０
０
人
に
ま
で
削
減

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
期
防
衛
力
整
備
計
画

で
は
、
さ
ら
に
自
衛
隊
の
整
理
統
合
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
同
駐
屯
地
の

縮
小
、
廃
止
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
立
ち
あ
が
っ
た
の
が
「
陸
上
自

衛
隊
第
24
普
通
科
連
隊
・
え
び
の
駐
屯
地

存
続
期
成
同
盟
会
」。
こ
れ
は
、
同
連
隊

の
縮
小
回
避
、
増
員
・
増
強
を
図
り
、
え

び
の
駐
屯
地
の
存
続
お
よ
び
地
域
の
安
心

の
確
保
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
小
林
市
、
高
原
町
、
野
尻
町
、
鹿

児
島
県
湧
水
町
、
国
会
議
員
、
各
種
団
体

の
賛
同
を
得
て
、
今
年
の
７
月
９
日
に
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
盟
会
設
立
以
降
、
各
市
町
に
お
い
て

え
び
の
駐
屯
地
の
増
員
・
増
強
と
存
続
を

求
め
る
署
名
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

市
町
で
集
め
ら
れ
た
署
名
は
、
全
部
で

２
３
，
８
７
２
筆
（
内
え
び
の
市
分
は

１
２
，
３
１
４
筆
）
に
ま
で
上
り
ま
し

た
。
以
降
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
強
く

求
め
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

西
諸
地
域
の
皆
さ
ん
、
湧
水
町
の
皆
さ
ん

の
一
丸
と
な
っ
た
要
望
活
動
に
よ
っ
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
え
び
の
駐
屯
地
の
縮

小
、
廃
止
に
つ
い
て
は
避
け
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

次
期
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
が
、
平
成
21

年
12
月
ご
ろ
に
見
直
し
さ
れ
る
予
定
で
、

ど
の
よ
う
に
急
変
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
引
き
続
き
、
継
続
し
た

要
望
活
動
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ

る
活
動
が
今
後
も
必
要
で
す
。

　

え
び
の
市
内
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
え
び

の
駐
屯
地
の
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演

習
場
、
海
上
自
衛
隊
え
び
の
送
信
所
と
三

つ
の
防
衛
施
設
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

地
域
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
等
の
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、災
害
時
に
お
い
て
も
、

自
衛
隊
の
派
遣
な
ど
で
、
安
全
安
心
を
市

民
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
私
た
ち

の
生
活
に
密
着
し
た
え
び
の
駐
屯
地
の
存

続
に
向
け
て
、
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
企
画
政
策
課
政
策
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
１
・
３
２
２
）

1 2

3 4

　　山㟢拓衆議院議員（前列左から３番目）と武田良太防衛大臣政務官（前列左から４番目）に要望。1
　　森山裕財務副大臣に要望。2
　　高見澤将林防衛省防衛政策局長に要望。3
4　　宮下寿広防衛省陸上幕僚幹部防衛部長に要望。

防
衛
省
、
財
務
省
、
各
関
係
の
国
会
議
員

に
対
し
て
の
中
央
要
望
、
ま
た
、
西
部
方

面
総
監
・
第
八
師
団
長
等
に
対
し
て
の
要

望
、
宮
崎
県
知
事
、
鹿
児
島
県
知
事
へ
の

要
望
と
、
合
計
10
回
、
各
首
長
を
含
め
延

べ
２
９
９
人
に
よ
る
要
望
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
西
諸
地
域

の
皆
さ
ん
、
湧
水
町
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
２
３
，
８
７
２
筆
の

署
名
を
、
防
衛
省
・
西
部
方
面
総
監
・
第

八
師
団
長
に
提
出
し
、
中
期
防
衛
力
整
備

計
画
に
よ
り
陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通
科
連

隊
・
え
び
の
駐
屯
地
の
縮
小
回
避
と
増
員
・

増
強
を
、
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

署
名
と
と
も
に
提
出
し
た
要
望
書
で

は
、
①
交
通
の
便
を
生
か
し
て
防
衛
上
の

さ
ら
な
る
活
用
と
警
備
区
域
の
見
直
し
拡

大
を
図
る
こ
と
②
陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通

科
連
隊
の
再
編
縮
小
を
回
避
し
、
増
員
・

増
強
を
図
る
こ
と
③
災
害
時
の
え
び
の
駐

屯
地
か
ら
の
迅
速
な
自
衛
隊
災
害
派
遣
活

動
が
継
続
・
安
定
的
に
確
保
さ
れ
、
市
・

えびの駐屯地の存続に
向けて

【特集①】

「陸上自衛隊第 24 普通科連隊・えびの駐屯地存続期成同盟会」の決起大会の場で、えびの駐屯地の存続に向けて団結を固めました。

約
２
万
４
千
筆
の
署
名
を
持
っ
て

関
係
省
庁
へ
強
く
要
望

引
き
続
き
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
る
要
望
活
動
を
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宮
崎
県
内
で
唯
一
西
に
流
れ

る
川
内
川
。
川
内
川
は
、

昔
か
ら
え
び
の
市
民
の
生
活
に
密

着
し
、「
母
な
る
川
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
使
用
済
み
の
油
や
軽
油

な
ど
が
水
路
や
川
に
流
れ
込
む
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
に
は
、
京
町
地
区

で
、使
用
済
み
と
思
わ
れ
る
油
が
、

水
路
か
ら
水
田
や
川
へ
流
入
す
る

と
い
う
事
故
が
発
生
し
、
多
く
の

人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
川
が
廃
液
な
ど
で

汚
さ
れ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、「
水

質
汚
濁
防
止
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
っ
て
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
法
律
に
違
反
す
る
と
、

故
意
や
過
失
を
問
わ
ず
、
流
し
た

人
等
の
法
的
責
任
を
追
及
で
き
る

「
無
過
失
責
任
」
と
い
う
規
定
に

よ
っ
て
、
厳
し
い
罰
則
も
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
、
被
害
へ
の
対
策
や
処

理
に
か
か
っ
た
経
費
は
、
流
し
た

人
の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、
多

額
の
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
油
類

を
取
り
扱
う
事
業
者
は
も
ち
ろ

ん
、
個
人
で
廃
油
な
ど
を
扱
う
方

も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
も
し

も
の
事
態
に
備
え
、
二
重
三
重
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

河
川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
直
接
河
川
に

流
入
し
て
い
る
生
活
雑
排
水
（
台

所
、
風
呂
、
洗
た
く
、
洗
面
な
ど

で
使
っ
た
水
）
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
川
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
に
は
、
汚
れ
の
元
と

な
っ
て
い
る
生
活
雑
排
水
の
適
正

な
処
理
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
川
内
川
の
最
上
流

域
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
え
び
の

市
民
は
、「
川
を
汚
さ
な
い
」
と

い
う
重
大
な
責
任
が
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
河
川

浄
化
の
た
め
に
、
市
が
平
成
３
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
が

「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」
で
す
。

　

浄
化
槽
（
合
併
処
理
浄
化
槽
の

こ
と
）
と
は
、
家
庭
の
水
洗
ト
イ

レ
の
水
や
台
所
、
風
呂
や
洗
た
く

な
ど
で
使
っ
た
汚
れ
た
生
活
雑
排

水
を
、
き
れ
い
に
し
て
（
汚
れ
の

除
去
率
約
90
％
）
水
路
や
川
に
流

す
装
置
で
す
。

　

こ
の「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」

を
利
用
し
て
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

る
方
に
は
、
下
表
の
よ
う
な
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、

補
助
金
に
よ
る
整
備
基
数
に
は
、

毎
年
限
り
が
あ
り
ま
す
）。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
、
単
独
浄
化
槽
（
水

洗
ト
イ
レ
の
み
浄
化
。
汚
れ
の
除

去
率
約
20
％
）
や
く
み
取
り
式
の

ト
イ
レ
か
ら
浄
化
槽
へ
切
り
替
え

ま
せ
ん
か
。

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、

ま
ず
浄
化
槽
の
設
置
者
講
習
会
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ

は
、
浄
化
槽
設
置
の
手
続
き
や
、

施
工
お
よ
び
維
持
管
理
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。講
習
会
は
、

毎
月
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
民
み
ん
な
で
、
私
た
ち
の
川

内
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
市
民
課
生
活
環
境
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
５
）

小
林
保
健
所
環
境
対
策
課

☎
０
９
８
４
‐
23
‐
３
１
１
８

川内川の最上流域のクルソン峡。
きれいな川をいつまでも守って
いくことは私たちの責務です。

守
ろ
う
！
美
し
い
川
内
川
を

え
び
の
市
を
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
流
れ
る
川
内
川
。

日
常
の
川
内
川
は
穏
や
か
で
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
憩
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
川
内
川
は
、
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今年の７月に京町地区の向江水
門前で発生した油の流出事故。

油
等
に
よ
る
川
の
汚
染
は

犯
罪
行
為
で
す

河
川
浄
化
の
た
め

「
浄
化
槽
」を
設
置
し
ま
せ
ん
か

補助金の額（平成 20年度）
人槽 補助金額
５人槽 332,000 円
７人槽 414,000 円
10 人槽 548,000 円

11 ～ 20 人槽 939,000 円
21 ～ 30 人槽 1,472,000 円
31 ～ 50 人槽 2,037,000 円

川内川を汚すということは、単に見
た目が汚くなるだけではなく、生
態系を破壊し、下流で暮らす多く
の人々にまで多大な影響を及ぼし
ます。油は浄化するまでに相当な
時間がかかります。住民の皆さん
に常日ごろから意識を高く持って
もらうことが重要ではないでしょ
うか。それが、油流出事故等の未
然防止につながると思います。そ
のためにも、河川事務所としても
広報啓発活動を積極的に行ってい
きたいと思います。

国土交通省九州地方整備局
川内川河川事務所京町出張所

前廣利一所長

I N T E R V I E W　　◎インタビュー

【特集②】

事故対策にあたる職員。一度川
に流れてしまった油は、浄化す
るのに相当な時間を要します。
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人事行政の運営等の状況を公表します
　地方公務員法の規定により、地方自治体は人事行政をどのように運営しているかを公表することが義務
付けられています。市職員の任免および職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて、市民
の皆さんにお知らせします。

１．職員の任免および職員数に関する状況
①職員の採用・離職状況（平成 19 年度）

区　　分 一般行政職 税務職 医師・
歯科医師職

薬剤師・
医療技術職

看護・
保健職 福祉職 企業職 技能労務職

採用者数 １人 １人 １人
離職者数 18人 １人 １人 １人 ２人

区　　分
職員数 対前年増減数

Ｈ 16 Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 16 Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20

一
般
行
政
部
門

議　　会 ５ ６ ６ ６ ５ －１ ＋１ －１
総　　務 82 91 87 88 81 ＋３ ＋９ －４ ＋１ －７
税　　務 18 19 19 20 22 ＋１ ＋１ ＋１ ＋２
民　　生 74 37 34 33 22 －３ － 37 －３ －１ － 11
衛　　生 22 25 24 26 28 ＋２ ＋３ －１ ＋２ ＋２
農林水産 38 43 41 43 41 －１ ＋５ －２ ＋２ －２
商　　工 ６ ６ ５ ５ ５ －１
土　　木 25 22 21 23 22 －２ －３ －１ ＋２ －１
小　　計 270 249 237 244 226 －１ － 21 － 12 ＋７ － 18

特別行政
部門

教　　育 45 48 44 26 26 －１ ＋３ －４ － 18
小　　計 45 48 44 26 26 －１ ＋３ －４ － 18

公営企業等
会計部門

水　　道 ９ ９ ９ ９ ９
病　　院 52 50 46 42 41 －１ －２ －４ －４ －１
そ　の　他 17 16 20 21 25 －２ －１ ＋４ ＋１ ＋４
小　　計 78 75 75 72 75 －３ －３ －３ ＋３

合　　計 393 372 356 342 327 －５ － 21 － 16 － 14 － 15

②職員数の推移状況（各年４月１日現在） （単位：人）

２．職員の給与の状況
①職員給与費の状況（平成 20 年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）
252 人 1,013,846 千円 96,848 千円 411,324 千円 1,522,018 千円 6,040 千円

（注）１．市長、副市長および教育長は除きます。　２．職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分 えびの市 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 144,500 円 140,100 円

技能労務職 高校卒 144,500 円 ―

②職員の初任給の状況（平成 20 年４月１日現在）
区　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大学卒 41歳９月 321,700 円
高校卒 44 歳７月 338,700 円

技能労務職 高校卒 47歳４月 353,800 円

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 20 年４月１日現在）

④一般行政職職員の級別職員数の状況（平成 20 年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

主事・主事補
技師・技師補

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
主査 課長補佐 課長

職員数 ２人 34人 63 人 67 人 58 人 14 人
構成比 0.8％ 14.3％ 26.5％ 28.2％ 24.4％ 5.8％

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑤主な職員手当の状況（平成 20 年４月１日現在）

手当名 えびの市 国

扶養手当
（月額）

配偶者　　　　　　　　　　13,000 円
扶養親族１人につき　　　　 6,500 円
扶養親族（配偶者無）
　　　　　　　　１人目のみ11,000円
特定期間加算
（満 16歳～満 22 歳）
　　　　　　　　　１人につき5,000円

本市と同じ

住居手当
（月額）

借家・借間（最高限度額：27,000 円）
・家賃 12,001 円以上 23,000 円以下
　家賃額－ 12,000 円を支給

・家賃 23,001 円以上
　（家賃額－ 23,000 円）× 1/2
　＋ 11,000 円を支給

自宅（新築・購入の場合）
５年間 2,500 円

本市と同じ

通勤手当
（月額）

交通機関利用者
　支給限度額 55,000 円 本市と同じ

交通用具利用者
　使用距離に応じて
　3,500 円～ 24,500 円

使用距離に
応じて
2,000 円～
24,500 円

期末勤勉
手当

（加算措置）
職制上の段階等による加算措置あり

本市と同じ

退職手当

（その他の加算措置）
定年前早期退職特別加算措置
２～ 20％加算

本市と同じ

期末手当 勤勉手当
６月期 1.40 月 0.75 月
12 月期 1.60 月 0.75 月
計 3.00 月 1.50 月

自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度 59.28 月分 59.28 月分

⑥特別職の給料等の状況（平成 20 年４月１日現在）

区　　分 給料等月額 期末手当支給割合

給
料

市　長 570,500 円

6月期　1.625 月
12 月期　1.725 月

計　3.350 月

副市長 526,500 円

報
酬

議　長 357,000 円
副議長 315,000 円
議　員 304,000 円

（注）市長の給料は、特例条例により給料月額の 30％を減額した額です。

①勤務時間等の状況
　一般的な職員の勤務時間は、１日につき７時間 45 分、午前８
時 30 分から午後５時までとなっています。原則として、土・日
曜日が週休日（勤務を割り振らない日）で、特に勤務を要しな
いことになっています。また、国民の祝日と年末年始の期間（12
月 29 日～翌年１月３日まで）は、休日として勤務を要しないこ
とになっています。
②休暇等の状況
　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、
組合休暇があります。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４．職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況
　平成 19 年度において分限処分された職員は、休職２人です。
②懲戒処分の状況
　平成 19 年度において懲戒処分された職員は、減給１人です。

５．職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法第 30 条において「全体の奉仕者と
して公共の利益のために勤務し、且

か

つ、職務の遂行に当
あた

っては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない」と、服務の根本
基準が定められています。職員は、これらの法令および服務規
程などを遵守し、職務を遂行しています。

６．職員の研修および勤務成績の評定の状況
　市では、行政課題解決と一層の発展を担うための人材を育成
するための研修を実施しています。平成 19 年度では、市独自研
修を延べ 1,023 人、派遣研修を延べ 100 人が受講しています。

７．職員の福祉および利益の保護の状況
①厚生福利制度
　職員は、職員またはその被扶養者の病気・負傷・出産・死亡・
災害等に関して適切な給付を行うための相互救済を目的とする
共済制度（宮崎県市町村職員共済組合）に加入しています。また、
互助組織である職員厚生会による体育レクリエーション事業や
生涯学習推進事業などを通じて職員相互の親ぼくを図り、健康
で明るい職場づくりに努めています。
②公務災害補償制度
　職員が、公務上または公務のための通勤途上において、負傷・
疾病・死亡等の災害を受けた場合、地方公務員災害補償基金よ
り一定の補償が行われます。
③利益保護制度
　職員は、地方公務員法の定めるところにより、給与・勤務時
間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して地方公共団体
の当局により適当な措置がとられるべきことを要求できます。
また、懲戒処分など、自己に不利益な処分を受けた場合、公平
委員会に対して不服申立てを行うことができます。

■公平委員会の業務の状況報告
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 19 年度において、措置の要求はありませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 19 年度において、不服申立てはありませんでした。

■お問い合わせ先
市行政管理課人事係
☎ 0984‐35‐1111（内線 311・314）
※詳しい内容につきましては、市公式ホームページでも、
ご覧になれます。
〈アドレス〉http://www.city.ebino.lg.jp/
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さらなる利用者増を図る
さらなる畜産振興を目指します

畜産農家と市長が語る
平成 20年産の麦を酒造会社に出荷

えびの産麦の出荷順調です
乳幼児医療費助成事業の対象年齢を拡充

子どもたちの健やかな成長を
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■お問い合わせ先
市畜産農林課畜産振興室（内線 227・228）

■お問い合わせ先
市畜産農林課農産園芸係（内線 226）

　

９
月
１
日
、
平
成
20
年
産
の
麦

の
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

麦
は
、
キ
リ
ニ
ジ
ョ
ウ
大
麦
と
い

う
品
種
で
、
裏
作
を
利
用
し
て
市

内
の
10
件
の
農
家
の
方
々
が
合
計

８
・
２
㌶
栽
培
し
た
も
の
で
す
。

収
穫
後
、
西
長
江
浦
生
産
組
合
の

貯
蔵
庫
に
一
度
集
め
ら
れ
た
後
、

今
回
は
、
契
約
し
て
い
る
酒
造
会

社
に
１
，０
０
１
袋
（
１
袋
25
㎏
）

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
荷
し
た
麦
の
穀
物
検

査
の
結
果
は
、
２
等
が
約
75
％

（
７
４
５
袋
）
で
、
規
格
外
が
約

25
％
（
２
５
６
袋
）。
今
回
は
規

格
外
も
含
め
て
、
栽
培
さ
れ
た
す

べ
て
の
麦
が
酒
造
会
社
に
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ほ
場
の
利
用
が
少
な

い
冬
場
の
作
物
と
し
て
麦
の
作
付

け
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
か
ら
本
格
的
な
栽
培
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
栽
培
面
積
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

酒
造
会
社
の
方
は
、
栽
培
面
積

を
さ
ら
に
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
。
今
秋
に
作
付
け
し
て
、
来

年
５
月
に
収
穫
す
る
麦
に
つ
い
て

も
、
今
年
以
上
の
収
穫
が
で
き
る

よ
う
、
栽
培
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
こ
と
で
す
。
既
存
の
栽
培
農

家
の
増
反
や
新
規
の
栽
培
者
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
市
と
し
ま
し
て

も
、既
存
の
栽
培
農
家
の
増
反
や
、

新
規
栽
培
者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
秋
の
麦
の
作
付
け
に
つ
い
て

は
、
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。作
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
畜
産
農
林
課
農
産
園
芸
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
な
い
も
の
か
」、「
以
前
、
肥
育

素
牛
の
導
入
に
対
し
て
、
助
成
を

い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

何
ら
か
の
事
業
取
組
み
は
な
い

か
」、「
た
い
肥
処
理
と
粗
飼
料
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
や
意
見
等
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
や
意
見
に
対
し

て
宮
﨑
市
長
は
、「
原
油
価
格
高

騰
な
ど
、
世
界
規
模
で
の
問
題
が

山
積
す
る
中
、
市
独
自
で
の
対
応

は
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、８
月
29
日
に
は
、

和
牛
放
牧
の
取
組
み
も
視
察
し
、

労
力
の
省
力
化
と
低
コ
ス
ト
化
へ

の
効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
に
対
す
る
要

望
を
は
じ
め
、
市
の
対
応
等
に
つ

い
て
、
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
訪
問

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

次々と大型トラックに積み込まれる麦。

　

８
月
12
日
、
市
内
の
畜
産
農
家

の
皆
さ
ん
に
飼
養
状
況
や
経
営
状

況
等
を
伺
い
、
今
後
の
畜
産
振
興

に
役
立
て
る
た
め
、
宮
﨑
市
長
が

畜
産
農
家
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
宮
﨑
市
長
は
、
市
職

員
と
と
も
に
４
戸
の
畜
産
農
家
を

訪
問
。畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
、

今
抱
え
て
い
る
問
題
や
要
望
な
ど

を
直
接
伺
い
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
の
方
々
は
、「
配
合

飼
料
価
格
を
は
じ
め
、
原
油
価
格

高
騰
に
よ
り
農
業
経
営
は
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
何
か
対
策

市長は畜産農家と直接語って現状や要望等を把握しました。

　

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
村
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
村
整
備
事

業
と
し
て
環
境
省
が
行
っ
た
も
の

で
、
平
成
17
年
度
に
計
画
、
18
、

19
年
度
の
２
か
年
で
２
億
６
，

９
０
０
万
円
か
け
て
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

８
月
13
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
同
キ
ャ

ン
プ
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
新
し
く
な
っ
た
施
設

や
改
修
さ
れ
た
施
設
の
見
学
、
宿

泊
客
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
宝
さ

が
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
整
備
・
改
修
さ
れ
た
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
ト
イ
レ
改
修
（
３
か
所
）・
・
・

く
み
取
り
式
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
に

改
修
。

◎
ト
イ
レ
改
修
に
伴
う
浄
化
槽
の

設
置
。

◎
Ｃ
サ
イ
ト
の
ト
イ
レ
、炊
事
棟
、

歩
道
の
新
設
。

◎
太
陽
光
発
電
の
設
置
・
・
・
太

陽
光
発
電
の
設
置
に
よ
り
キ
ャ
ン

プ
村
駐
車
場
お
よ
び
入
口
か
ら
の

街
路
灯
を
設
置
。

◎
Ｃ
サ
イ
ト
に
、
夜
間
足
元
を
照

ら
す
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
設
置
。

◎
場
内
放
送
設
備
の
つ
け
直
し
。

◎
管
理
棟
前
の
広
場
（
駐
車
場
）

の
整
備
。

　

こ
の
日
、
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に

訪
れ
て
い
た
方
は
、「
よ
く
え
び

の
高
原
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
す

が
、
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
感
動

し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
の
キ
ャ
ン

プ
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
さ
ら
な
る
利

用
者
増
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

新築されたＣサイトの炊事棟。

■お問い合わせ先
市観光商工課観光係（内線 331・332）

■お問い合わせ先
市福祉事務所子育て支援係（内線 267・269）

　

こ
れ
ま
で
、
３
歳
以
上
小
学
校

就
学
前
の
入
院
外
診
療
に
つ
い
て

は
助
成
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、平
成
20
年
10
月
診
療
分
か
ら
、

対
象
年
齢
が
拡
充
さ
れ
、
助
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
己
負

担
限
度
額
は
、
１
診
療
報
酬
明
細

書
あ
た
り
一
月
に
つ
き
８
０
０
円

と
な
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。
た

だ
し
、
所
得
の
状
況
に
よ
り
該
当

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
お
済
み
で
な
く
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制度改正前 制度改正後

入院 入院外 入院 入院外

３歳以上小学校就学前 350 円 助成なし 350 円 800 円

３歳未満 350 円 350 円 350 円 350 円

■乳幼児医療費助成事業における自己負担限度額

※金額は１診療報酬明細書あたり一月の自己負担額の限度額です。

■乳幼児医療費助成事業における助成方法
助成の方法

県内医療機関等受診
医療機関等の窓口で自己負担限度額
までの金額を支払うことによる助成
（現物給付）。

県外医療機関等受診

医療機関等の窓口で自己負担額をい
ったん全額支払い、後で申請により
自己負担額と限度額との差額を市が
給付することによる助成（償還払い）。

※宮崎県内の医療機関等で受診される場合は、医療機関等の窓口でえ
びの市発行の受給資格証を提示して 350 円または 800 円を支払うこと
になります。また、県外の医療機関等で受診される場合は、いったん、
自己負担額全額を支払っていただきます。その上で後日市に申請して
いただき、自己負担額と限度額との差額分を市が助成することになり
ます。
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【南九州（宮崎・鹿児島・熊本）クラブカップ開催記念プロアマ交流戦】

アマがプロに挑む

試合前、宮崎ゴールデンゴールズ
の選手たちが、小・中学生を対象
にした野球教室を行いました。教
室には、市内外の野球少年・少女
が参加し、ボールの投げ方やバッ
トの振り方など、基本から教わっ
ていました。参加した小学生は、「と
ても勉強になった。今日教わった
ことを明日から試してみたい」と
話していました。

少年・少女野球教室

プロ野球「オリックス・バファローズ」のファームチームのサー
パスと、宮崎ゴールデンゴールズ・薩摩（鹿児島）・八代レッ
ドスター硬式野球倶楽部（熊本）の３チーム連合軍が、８月
12日、えびの市王子原野球場でプロアマ交流戦を行いました。
これは、３チームでの南九州クラブカップの開催を記念して
行われたものです。会場には、市内外から約 1,100 人が訪れ、
プロのプレイを満喫しました。

試合前には、タレント活動を行っている大森うたえもんさんと、地元出身女性デュオで宮
崎の応援歌などを歌う「スピリット」のミニライブが行われました。また両チームの監督と、
宮崎県出身の平下選手（サーパス）に、南九州コカ・コーラボトリング株式会社グリーンパー
クえびののツアーガイドである相馬さんと松崎さんから花束が贈られました。

２軍とはいうもののさすがはプロ野球選手。
先頭打者ホームランなど、この日プロの選手
が放ったホームランは４本にも及びました。

球場周辺には、露店が並び野球観戦を盛り上
げました。豪華賞品が当たるくじ付きのうち
わも販売されました。

プロの強力打線に挑む宮崎ゴールデンゴールズ
の投手。各投手は、反撃ののろしを上げるため
粘り強いピッチングを見せてくれました。

塁に出ると果敢に盗塁を狙う連合軍。しか
し、さすがはプロ。簡単には盗塁を許しま
せん。

連合軍の先発投手は、えびの市京町出身の山
下真一郎選手。地元の声援をバックに、堂々
としたピッチングを見せてくれました。

ホームランボールを待ちながら両チームに声援を送る
野球少年たち。プロのプレイは、野球少年たちの目に
どう映ったでしょうか。

市長が始球式を務めました。

これまで圧倒されてきた連合軍でしたが、６
回裏に大反撃。相手のミスなどもあり、一挙
５点を返しました。



( サンマのパン粉ソース )

vol.05

◎今月の一品

iwashi

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
　

写
真
／
昨
年
行
わ
れ
た
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
綱
引
き
大
会
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、旬
の
サ
ン
マ
（
イ

ワ
シ
で
も
可
）
を
使
っ
た
「
サ
ン
マ

の
パ
ン
粉
ソ
ー
ス
」
で
す
。

　

サ
ン
マ
は
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
が
豊
富

で
、
脂
質
に
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
と
い
う
高

度
不
飽
和
脂
肪
酸
が
大
量
に
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
を
下

げ
て
、
動
脈
硬
化
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
や
高

血
圧
な
ど
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｂ
群
、
Ｄ
、
Ｅ
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
も
比
較
的
多
く
、
血
合

レ シ ピ

い
に
は
、
貧
血
予
防
な
ど
に
効
果
の
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
も
ほ
か
の
魚
よ
り
多
量
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
月
紹
介
す
る
サ
ン
マ
の
パ
ン
粉
ソ
ー
ス

は
、
パ
ン
粉
、
パ
セ
リ
、
バ
タ
ー
、
に
ん
に

く
で
作
っ
た
ソ
ー
ス
を
ま
ぶ
し
た
、
に
ん
に

く
風
味
た
っ
ぷ
り
の
料
理
。
お
か
ず
は
も
ち

ろ
ん
、
焼
酎
や
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
も
最

適
で
す
。

　

え
び
の
産
の
野
菜
を
付
け
合
わ
せ
て
、
今

夜
の
お
か
ず
に
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　

え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

9月28日（日）午前 10時～
（会場：国際交流センター野外広場）

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

秦
エ
ミ
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●サンマ（イワシ）400 ㌘●塩・こしょ
う少々●小麦粉大さじ１・1/2 ●にんに
く１かけ半（８㌘）●サラダ油大さじ１
パン粉ソース△●パン粉 25 ㌘●パセリ
小さじ１●バター 25 ㌘●にんにく（み
じん切）小さじ２

【作り方】
❶サンマを３枚におろし腹側を骨ととも
に切り落として洗い、バットに並べて塩・
こしょうをしておく。❷フライパンにバ
ターを入れ、にんにくのみじん切りを炒
める。パン粉を入れてキツネ色になった
らパセリのみじん切りを入れてさっと炒
め、皿に取り出しておく。❸フライパン
にサラダ油を入れ、スライスしたにんに
くを炒め皿に取りだしておく。❹水分を
ふき取ったサンマに小麦粉をまぶし❸の
フライパンに並べて焼く。❺❹のサンマ
に❷のパン粉ソースと❸のにんにくをま
ぶして皿に並べる。

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino
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綱
引
き
大
会
や
抽
選
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

外
国
青
年
た
ち
と

国
際
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【イベント内容】◎綱引き大会◎よさこい踊り◎太鼓演奏◎外国人による演舞
◎歌謡ショー◎キッズエアロビクス◎特産品の展示販売
◎世界のビール販売◎フォトコンテスト　など

12
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vol.42◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

新たな作品を作るため、竹の皮をきれいに落とす早田さん。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

学級生は思い思いの作品を作っていました。

　

加
久
藤
中
学
校
家
庭
教
育
学
級

で
は
、
保
護
者
全
員
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
戸

数
１
２
９
戸
）が
学
級
生
と
な
り
、

だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
ま
す
。
年
間
、
10
回

近
く
の
会
を
開
き
、
お
互
い
の
親

ぼ
く
を
図
り
な
が
ら
、
家
庭
教
育

の
あ
り
方
や
家
族
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
学
び

合
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
、「
父
・
母
の
日
を
考

え
る
」
と
題
し
て
、
本
田
英
俊
先

生
を
お
迎
え
し
て
「
フ
ラ
ワ
ー
・

M a y u m i 　O k u h a r a

加久藤中家庭教育学級長
奥原真由美さん

わきあいあいと
学び合っています

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
行
い
ま
し

た
。
本
田
先
生
の
指
導
の
も
と
、

参
加
者
全
員
が
芸
術
家
と
な
り
、

個
性
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
作
品
が
で

き
上
が
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
え
び
の
消
防
署
の

職
員
の
方
に
講
師
を
お
願
い
し

て
、「
熱
中
症
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）」
に
つ
い
て

講
義
と
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
え

び
の
市
教
育
委
員
会
か
ら
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
」
が
学
校
に
配
置
さ
れ
た
時
期

と
重
な
っ
た
た
め
か
、
多
く
の
方

が
こ
れ
に
参
加
し
、「
大
変
勉
強

に
な
っ
た
」、「
も
っ
と
知
り
た

い
」
な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
１
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
と
と
も

に
楽
し
く
学
ぼ
う
と
す
る
学
級
生

の
た
め
に
、
お
互
い
の
和
を
広
め

て
い
き
な
が
ら
、
多
く
の
講
演
等

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

（加久藤中学校家庭教育学級）

本田先生の指導のもと、

新ひむかづくり運動市民会議
を基本に、市内の各種団体

のネットワークとして平成 17 年
７月に「えびの市元気なまちづく
り市民会議」が発足しました。こ
の市民会議の事業の中で、鹿児島
県川辺町（現南九州市）の職員が
中心となって、毎月、鹿児島大学
で行っていた「地方自治研究会」
に、平成 18 年９月から参加し、
自治とは何か、地域とは何かを研
究してきました。その結果、地域
が元気になるために市民ができる
ことや行政が行うべきことをルー
ルとして定める「自治基本条例」

の必要性を認識しました。翌平成
19 年２月、市民会議の臨時総会
において、「まちづくりの条例市
民研究会」の設立が全会一致で承
認され、この「広報えびの」平成
19 年２月号で研究会員を広く募
集し、応募した 18 人により本格
的に自治基本条例についての研究
が開始されました。
　さて、この「自治基本条例」で
すが、これが制定されることで何
が変わるのでしょうか。
　まず、市民憲章との違いを見て
みましょう。自治基本条例は、こ
れからどんな地域をつくっていこ

うか、ということの基本にする考
え方を盛り込むものです。えびの
市にはすでに市民憲章があって、
どんなえびの市にしていきましょ
うということを宣言しています。
しかし、市民憲章は「こんなまち
にしていきましょう」を宣言した
文書であって条例ではないので拘
束力がありません。そこで、議会
の議決を必要とする「条例」にし
ようということなのです。
　

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

まちづくりの条例市民研究会
えびの市内の各種団体 45 団体から成る「えびの
市元気なまちづくり市民会議」内に、昨年３月
に設置され、応募した 25 歳から 81 歳までの老
若男女 19 人（男性 10 人、女性９人）で構成。
これまで 28 回ほど研究を続けてきている。
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E B I N O N O H I T O

早田禧康さん

竹
細
工
を
や
っ
て
い
る
と
、

ご
飯
を
食
べ
る
の
も
忘
れ

て
し
ま
う
く
ら
い
夢
中
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
作
品
が
完
成
し
た

時
の
喜
び
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
会

員
同
士
の
交
流
も
楽
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
え
び
の
竹
工

の
会
長
を
務
め
る
早
田
禧
康
さ
ん

（
東
内
竪
区
）
で
す
。

　

同
会
は
、
20
人
の
会
員
で
構
成

さ
れ
、
毎
月
２
回
、
真
幸
小
学
校

近
く
の
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
で
竹

細
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

早
田
さ
ん
が
竹
細
工
を
始
め
た

の
は
平
成
５
年
。（
故
）
境
田
勝

業
さ
ん
の
指
導
と
、
宮
之
城
伝
統

工
芸
セ
ン
タ
ー
に
７
年
間
通
っ
て

そ
の
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

主
に
作
る
作
品
は
、
花
か
ご
や

買
い
物
か
ご
、
ざ
る
な
ど
で
す
。

簡
単
な
物
は
１
日
程
度
で
で
き
ま

す
が
、
複
雑
な
編
み
が
必
要
な
も

の
は
、
半
年
以
上
か
か
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
均
等
の
幅
、
厚

さ
に
削
ら
れ
た
竹
ひ
ご
が
１
本
ず

つ
丁
寧
に
編
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

で
き
ば
え
は
、
ま
さ
に
匠

た
く
み
の
技
と

Yoshiyasu　Hayata

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
会
は
毎
年
、
金
婚
者
へ
竹
細

工
の
写
真
額
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

お
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
４
日
に
は
、
矢
岳
高

原
ベ
ル
ト
ン
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た

竹
細
工
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
と

竹の良さ竹細工の良さを
伝えていきたい

て
も
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

同
会
の
作
品
は
、
白
鳥
温
泉
上

湯
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
田

さ
ん
は
、「
お
客
さ
ん
の
注
文
を

聞
き
な
が
ら
新
し
い
物
に
挑
戦
し

た
い
で
す
」
と
、
今
後
の
竹
細
工

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

はやた・よしやす／ 79 歳／東内竪区／
農業／えびの竹工の会長を務めて３年
目。現在は東内竪高齢者クラブの会長
も務めている。趣味は竹細工。

Yoshiyasu　Hayata
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子
ど
も
の
急
病
な
ど
の
緊
急
時
に
、

保
護
者
が
冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

熊
本
県
人
吉
市
の
健
康
保
険
病
院
人
吉

総
合
病
院
が
、
８
月
５
日
、
加
久
藤
保

育
園
で
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
保
護
者
や
保
育
園
職
員

な
ど
約
60
人
が
参
加
。
子
ど
も
の
発
熱

に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
い
た
後
、
子
ど

も
の
体
調
急
変
時
の
対
処
方
法
や
人
工

呼
吸
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
な
ど

を
実
際
に
体
験
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

同
病
院
で
は
、
時
間
外
の
小
児
救
急

患
者
の
対
策
と
保
護
者
の
不
安
軽
減
の

た
め
、
こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
要
望
に

応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
10
月
に
宮
崎
県
内
を
舞
台
に
行

わ
れ
る
「
第
22
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
２
０
０
９
」
の
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
８
月
19
日
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ザ
ッ
キ
ー
が
宮
﨑
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
祭
は
、
来
年
10
月
17
日
か
ら
20
日

ま
で
宮
崎
県
内
で
行
わ
れ
、
え
び
の
市

で
は
、永
山
運
動
公
園
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

県
教
育
庁
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
推
進
室

の
川
井
田
和
人
室
長
は
「
大
会
を
通
し

て
宮
崎
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
工
業
・
秀
峰
高
校
の
新
体
操
部

と
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
が
、
８

月
28
日
、
全
国
高
校
総
体
の
優
勝
報
告

の
た
め
、
市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

は
、
１
０
５
㎏
超
級
で
下
村
裕
太
さ
ん

が
優
勝
、
69
㎏
級
で
中
津
一
晃
さ
ん
が

ト
ー
タ
ル
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
新
体
操
部
は
、
選
抜
大
会
に
続
き

２
冠
を
達
成
。
個
人
の
部
で
も
、
日
髙

祐
樹
主
将
（
え
び
の
市
出
身
）
が
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

優
勝
報
告
に
訪
れ
た
同
校
新
体
操
部

の
日
髙
主
将
は
、「
選
抜
大
会
、
総
体
、

国
体
の
３
冠
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市長を訪れ協力をお願いしたザッキー。

心臓マッサージを体験する参加者。

大分国体まであとわずか。皆さんのさらなる活躍を期待します。

　

え
び
の
市
・
三
股
町
男
の
食
の
交
流

会
が
、
９
月
９
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

え
び
の
市
の
男
の
腕
ま
く
り
料
理
教
室

参
加
者
と
三
股
町
の
男
性
食
改
善
教
室

の
参
加
者
が
、
料
理
と
食
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

両
市
町
か
ら
41
人
が
参
加
。
え
び
の
産

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
、
会
食
で
お
互

い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

三
股
町
か
ら
参
加
の
永
田
作
治
さ
ん

は
「
毎
年
、
県
内
外
の
皆
さ
ん
と
こ
の

よ
う
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
各
地

域
の
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
を
し
た
り

会
話
を
し
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

西
長
江
浦
地
区
の
弁
財
天
池
と
南
方

神
社
で
、
８
月
31
日
、
４
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
誇
る
大
太
鼓
踊
り
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
踊
り
は
、
大
き
な
太
鼓
と
矢

旗
を
担
い
だ
踊
り
手
た
ち
が
鉦か

ね

の
た
た

き
手
の
周
り
を
飛
び
跳
ね
な
が
ら
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
す
勇
壮
な
踊
り
で
、
同
地

区
の
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
合
計
５
回
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
青
年
た
ち
は
「
や
ー
ど
っ

こ
い
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
太
鼓
や
鉦

を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
踊
り
は
雨あ

ま
ご乞
い
の
踊
り
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
。
踊
り
が
始
ま
る
と
ポ

ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。

食生活改善推進員の手ほどきを受けて料理を行いました。

直径約 120 ㌢もある大太鼓を打ち鳴らす大太鼓踊り。

　

え
び
の
市
湯
田
地
区
で
オ
ー
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
行
う
株
式
会
社
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ａ

が
、
９
月
10
日
、
市
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
同

社
え
び
の
会
場
の
17
周
年
記
念
式
典
の

際
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
の
大
峰
高
代
表
取
締
役
社
長

は
、「
行
政
、
地
元
の
方
々
の
協
力
な

く
し
て
は
私
た
ち
の
発
展
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
宮
﨑
市
長
は
、

「
市
民
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
所
に
設
置

し
、
万
が
一
の
時
に
備
え
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。市長にＡＥＤの目録を渡す大峰社長（左）。

　

県
内
外
で
の
撮
影
会
や
各
作
品
展
な

ど
へ
の
出
展
、写
真
の
研
究
を
行
う「
写

団
え
び
の
」
の
写
真
展
が
、
９
月
10
日

か
ら
９
月
21
日
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料

館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
昭
和
43
年
に
え
び
の
地
震

の
写
真
収
集
を
き
っ
か
け
に
「
え
び
の

写
友
会
」
と
し
て
発
足
。
現
在
、
17
人

の
会
員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
会

員
が
撮
影
し
た
市
内
外
の
祭
り
や
風

景
、
人
物
や
花
な
ど
の
写
真
49
点
。
同

会
の
落
合
登
会
長
は
「
興
味
の
な
い
人

に
も
見
て
い
た
だ
い
て
、
写
真
の
良
さ

を
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。写団えびのの皆さん。

ス
ポ
レ
ク
み
や
ざ
き
を
Ｐ
Ｒ

緊
急
時
で
も
冷
静
な
対
処
を

全
国
制
覇
お
め
で
と
う
！

勇
壮
な
大
太
鼓
踊
り
を
奉
納

料
理
と
食
を
通
し
て
交
流

写
団
え
び
の
が
写
真
展

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
て
て



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

【講習名】ビジネスパソコン講習
【開催期間】平成 20 年 12 月１日
（月）～平成 20 年 12 月 12 日（金）
【会場】えびの市文化センター
【対象】県内在住の求職者で、お
おむね 60 歳台前半層の方

【募集定員】20 人程度（定員を超
えた場合は抽選）

【応募期限】平成 20 年 11 月 13
日（木）必着

【応募方法】下記の申込み先に郵
送またはＦＡＸで申し込んでくだ
さい。
■申込み・お問い合わせ先
（社）宮崎県シルバー人材センタ
ー連合会　〒 880‐0051 宮崎市
江平西１‐３‐６第８丸三ビル
831 号　☎ 0985‐31‐3775
FAX0985‐31‐3776

　本県をはじめ、熊本県、大分県、
鹿児島県の山間部では、シカ（ニ
ホンジカ）による農林業被害が発
生し、森林や農作物に深刻な影響
を及ぼしています。
　シカの適正な頭数密度は、１平
方キロメートル当たり５頭程度と
されていますが、本県のシカ生息
密度は１平方キロメートル当たり
13.5 頭と推定され、適正密度を
大きく上回る状況です。
　そこで、農林業被害の軽減を図
りながら、シカの健全な個体群の
安定維持を図ることを目的に、シ
カの広域一斉捕獲を下記の日程で
実施します。
◎平成 20年度秋期捕獲強化期間
：平成 20 年 10 月 12 日（日）～
10 月 26 日（日）
◎一斉捕獲日：平成 20 年 10 月
19 日（日）
※注意事項
　シカ一斉捕獲の実施に当たり、
安全管理には万全を尽くしており

ますが、捕獲強化期間に県境付近
の林野へ入る場合は、不慮の事故
を防止するために、捕獲者から見
て分かりやすい服装で入山してい
ただくなど、十分ご注意くださ
い。特に、一斉捕獲日には、県境
付近の林野への入山はご遠慮くだ
さい。捕獲者（猟友会会員）はオ
レンジ色の帽子とベストを着用し
ています。
■お問い合わせ先
市畜産農林課林務係
（内線 221・229）

　労働者（アルバイトを含む）を
１人でも雇っている事業主は、労
働保険（労災保険・雇用保険）に
加入する義務があります。
　厚生労働省では、10 月を「労
働保険適用促進月間」と定め、適
用促進の広報活動や未手続事業一
掃対策として加入手続指導に取り
組んでいます。
　労働保険未手続事業所は、自主
的に加入手続をしましょう。
　加入手続は、最寄りの労働基準

監督署または、ハローワークへご
相談ください。
■お問い合わせ先
宮崎労働局　
☎ 0985‐38‐8822

　10 月 20 日（ 月 ） か ら 10 月
26 日（日）は、「秋の行政相談週間」
です。毎日の暮らしの中で、国な
どの仕事について
①苦情や困っていることがある②
制度や仕組みが分からない③相談
してみたが説明に納得いかない④
どこに相談したらよいか分からな
い　などありましたら、下記の行
政相談委員が相談に応じます。相
談は無料で、秘密は固く守られま
すので、お気軽にご相談ください。

【えびの市の行政相談委員】
・田原行規さん（☎ 0984‐33‐
0871）・永田萌子さん（☎ 0984
‐37‐1684）
◎定例行政相談所

【日時】毎月第１水曜日の午前 10

時～午後３時
【会場】総合福祉センター
■お問い合わせ先
市市民課生活環境係
（内線 285・286）

　（社）宮崎県不動産鑑定士協会
では、不動産の無料相談会を開催
します。不動産のことで、分から
ない点や聞きたい点などがありま
したら、この機会にぜひ、ご利用
ください。

【日時】平成 20 年 10 月４日（土）
午前 10 時～午後４時

【会場】宮崎県立図書館２階会場
（宮崎市）
【相談内容】地価調査の内容、地
価調査等を利用した簡易な地価水
準の求め方、土地建物の価格、賃
料、その他不動産の有効利用等に
関するカウンセリング

【相談員】「宮崎県不動産鑑定士協
会」所属の不動産鑑定士 22 人
■お問い合わせ先
社団法人宮崎県不動産鑑定士協会
事務局　☎ 0985‐29‐3389

災害への備え

８月の活動状況 火災 2件 年計 15 件
［えびの消防署管内］ 救急 51 件 年計 461 件

　災害発生時、重要となってくるのが「日ごろからの備え」と
「地域住民間のコミュニティの強化」です。自分の身を守るため、
次の備えをしておきましょう。
①非常用の水と食料を３日分常備しておく。
②ラジオや懐中電灯、救急セット等の入った非常袋を用意しておく。
③飛び散ったガラス等でけがをしないよう、靴を枕元に置いておく。
④家具や大型家電などが転倒しないように固定しておく。
⑤災害時の避難先の確認や経路、いざという時の集合場所などを家
　族で話し合っておく。
⑥一人で避難することが困難な一人暮らし高齢者などを、だれが避
　難させるのかを決めておく。
　
また、携帯電話も役立ちます。通話はつながりにくくなりま
すが、災害用伝言板で家族と連絡をとったり、避難所や各種地
震速報などの情報も入手できたりします。この機会に使い方を
学習してみてはいかがですか。

８月の交通事故 人身 9件 年計 50 件
　発生状況 物件 24件 年計 199 件

　９月 21 日（日）から９月 30 日（火）までの間、
秋の全国交通安全運動が実施されます。
　運動の重点は、
○すべての座席のシートベルトの正しい着用の徹底
○夕暮れ時と夜間の歩行中、自転車乗車中の交通
　事故防止
○飲酒運転の根絶
○夕暮れ時の「早めの点灯」、「ピカピカ」運動
です。

「交通安全　ゆずる優しさ　待つゆとり」

秋の全国交通安全運動について

　田の神さあの里産業文化祭実行
委員会では、「第 21 回田の神さ
あおどり大会」の参加チームを募
集しています。田の神さあに扮し
て踊ってみませんか。

【開催日時】平成 20 年 11 月 15
日（土）　開会式：午後２時～　
おどり連スタート：午後２時半

【会場】田の神さあの里産業文化
祭会場

【開催要領】①音楽は田の神さあ
おどりとえびの音頭の繰り返しで
す。②服装や振り付けは自由。決
まった振り付けもありますので、
必要な方は下記にお問い合わせく
ださい。③１チーム５人以上で申
し込んでください。④プラカード
を各チームで準備してください。

【申込期限】平成 20 年 10 月 17
日（金）
■申込み・お問い合わせ先
田の神さあの里産業文化祭実行委
員会（市企画政策課内）
（内線 323）

　九州南部「川と森」の県際交流
推進会議では、「川とともに生き
る」を募集テーマに、やまなみギ
ャラリー写真コンテストを実施し
ます。

【募集内容】宮崎（えびの市）、熊
本（人吉市）、鹿児島（湧水町・
菱刈町・大口市）の３県際地域で
撮影され、川と生きる人々や動植

物を撮影した写真で自作・未発表
のもの（１人３点まで）

【応募方法】市企画政策課に用意
してある応募用紙に住所・氏名・
年齢・電話番号・作品名・撮影場
所・作品にまつわるコメント（100
文字程度）を記入の上、写真を添
えて市企画政策課に持参または郵
送してください。電子メールでの
応募も可能です。（メールアドレ
ス：kensaikyusyu@yahoo.co.jp）
※保存形式は JPEG のみ、３MB
以下で送信してください。

【サイズ】Ａ４判～ワイド四切
【募集期限】平成 20 年 10 月 17
日（金）まで

【入選者発表】11 月ごろ、県際交
流推進会議のホームページに掲載
します。（アドレス：http://sky.
geocities.jp/kensaikyusyu）
■応募・お問い合わせ先
市企画政策課政策係（内線 322）

　都城家内労働相談窓口では、内
職者を募集しています。

【仕事の内容】制服のまとめ（ボ
タン付け、まつり縫いなど）

【委託地域】えびの市・小林市
【工賃】１枚 50 円～ 100 円
※募集終了の場合はご了承くださ
い。
◎家内労働をお探しの方へ
　ご希望の家内労働がありました
ら、都城家内労働相談窓口にご相
談ください（平日の午前９時～午
後５時まで）。電話での相談も受
け付けています。相談は無料です。
■お問い合わせ先
都城家内労働相談窓口
☎ 0986‐25‐0300

　（社）宮崎県シルバー人材セン
ター連合会では、ビジネスパソコ
ン教室を開催します。

田の神さあに扮
ふん

して
おどってみませんか

田の神さあおどり大会参加チーム募集

自主的に労働保険
に加入しましょう

10月は労働保険適用促進月間

・募　　集・

家内労働を希望して
いる方はいませんか

内職者募集

川とともに生きる人々
や動植物の写真を募集

やまなみギャラリー写真コンテスト

・相　　談・

農林業被害の軽
減を図るために
シカ一斉捕獲のお知らせ

不動産に関する相談等に
不動産鑑定士が応じます

不動産の無料相談会

求職者の方のパソコ
ン教室を開催します

ビジネスパソコン教室受講生募集

・お知らせ・

秋の行政相談週間です
気軽にご相談ください

10月 20 日～ 26 日は秋の行政相談週間
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

暑さ寒さも彼岸まで、もっとも活動しやすい時
期になりました。地区の行事、運動会、稲の

収穫と、秋は何かと忙しい時期でもあります。健康
管理を行って楽しい秋を過ごしましょう。農繁期を
乗り切るために、次のようなことを心がけましょう。
❶食事　食事は３食しっかりとりましょう。サンマ
やイワシ、お芋やきのこなど、秋の旬の食材でご飯
を中心とした和食がお勧めです。
❷睡眠　できるだけ７時間程度、忙しくてもその日
のうち（午前０時まで）に休みましょう。昼寝は
15 分程度。長くなると夜眠れなくなるので逆効果
となってしまいます。
❸水分補給　のどが渇く前に少しずつ分けて水分を
取ることで、仕事後の疲労感が違ってきます。この
際の水分は、軽作業の場合は水でも構いませんが、
長時間の場合は、スポーツドリンクを半分に薄めた
くらいの塩分、糖分が含まれているものが吸収がよ
くお勧めです。くれぐれもがぶ飲みはしないように。
❹おやつ　農作業の休憩時に、よく菓子パンに

ジュースなどを食べたり飲んだりしますが、甘いお
菓子を食べる時はなるべくお茶やコーヒーなどの糖
分が入っていないものを選びましょう（砂糖を取り
過ぎると逆に疲れやすくなります）。
❺帽子をかぶる　秋といっても長時間直射日光に頭
を当てることは日射病の原因となります。
❻晩酌　農薬散布の日は控えましょう。薬もお酒も
肝臓で処理されますので、負担をかけないように肝
臓を気

きづか

遣いましょう。
❼入浴　ゆっくりお湯につかると、静水圧効果で血
行やリンパの流れがよくなり、マッサージの効果が
生まれます。温熱効果で新陳代謝が促進され疲労物
質の排出を助けますので、疲労回復、浮力効果でリ
ラックスすることができます。
　介護保険サービスを使う人の中には、若い時の無
理から腰痛や膝の故障を抱えている高齢者の方が多
くいらっしゃいます。農繁期に無理するなとはいえ
ませんが、予防できることは自分で行い、疲労をた
めないよう、休養をとりながら仕事をしてください。

気に笑
って

健康
え び の

「おもひでぎょうじ」
百瀬義行／絵　　柳原一成／監修

どうしてお彼岸の日におばあちゃんが
おはぎを作ってくれたのでしょうか。

どうして節分にみんなで豆まきをするので
しょうか。四季折々の行事の意味と、懐か
しく温かいあの日の思いを、子どもたちへ
伝えたくなる一冊です。あなたも「おもひ
でぎょうじ」に出会ってみませんか。

（晋遊舎）
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「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
。
人
は
一
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は
生
き
て
行
け
な
い
。
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を
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な
事
、
そ
れ
に
勝
る
家
族
の
絆
、
愛
、
支
え
に
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さ
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国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
終
戦
の
翌
年
六
月
、
心
身
と
も
に
疲
れ
は
て
、
や
っ
と
の

思
い
で
復
員
、
霧
島
連
山
を
は
じ
め
、
昔
の
ま
ま
の
ふ
る
さ
と
の
山
河
に
深
く
感
動

し
た
こ
と
を
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。

　
　
　
　

あ
れ
は
涙
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
町
区
　
藤
井
れ
い
子

辛
く
て
も
　
悲
し
く
て
も

上
を
向
い
て
　
頑が

ん

ば張
ろ
う
っ
て

誰だ
れ

か
が
　
言
っ
て
い
た

そ
ん
な
時
は
　
我
慢
し
な
い
で

思
い
っ
き
り
　
泣
け
ば
い
い

涙
の
壺
が
涸か

れ
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・
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か
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な
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涙
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そ
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ぞ
れ
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て
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流
し
た
涙
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人
は
優
し
く
　
幸
に
な
れ
る
っ
て
・
・
・

夜
空
に
輝
く
星
　
あ
れ
は
涙
星

今
夜
は
　
思
い
っ
き
り

泣
い
て
も
い
い
で
す
か

小林工業・秀峰高校の新体操部が、高校総体でみごと個
人、団体ともに優勝を飾りました。これで選抜大会に

続き２冠目を達成。夢の３冠まであと一つとなりました。
そのあと一つの大会は、今月末に行われる大分国体。国体
の競技種目としては今年が最後です。高校総体の選手６人
のうち、なんと５人がえびの市出身（飯野中・上江中）。彼
らが輝いている様子は、私たちえびの市民にも勇気と感動
を与えてくれます。また、誇りに思います。同部の国体優勝・
３冠達成を心から願っています。がんばってきてください。
市民の皆さんも応援よろしくお願いいたします。　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ
ち
ゅ
う註
）

広報えびの　2021　ebino　city　public　relations.　2008.09

今月の
納税

■萩原保健師（健康保険課）

近年、二酸化炭素の量が急激に増加してい
るため、大気の外に逃げていく熱の量が

少なくなり、大気中に残る熱の量が増えている
ために、地球温暖化が起こっています。
　今年の夏は猛暑日（35 度以上）が続き、寝
苦しい熱帯夜（25 度以上）が多かったのも、
地球温暖化の影響と思われます。地球温暖化が
進むと生態系への影響と健康被害が心配されま
す。今までの地球は二酸化炭素がほどよくあっ
たので比較的過ごしやすい状態でした。昔に比
べて、格段に便利になり、楽になった分、さま
ざまなエネルギーを使っています。そのため、
二酸化炭素が増えて地球温暖化に拍車をかけて
いるのです。
　一般家庭から一年間で約 5,600 キロ、すなわ

ち５トン以上（親
おやぞう

象の重さ）の二酸化炭素を排出
しています。その中でも自動車、照明、家電製品
の割合が全体の６割を占めています。毎日の生活
の中で、ガス、車、ごみ、電気など、二酸化炭素
の発生源を減らすことによって、また、家庭にお
ける一人一人の省エネルギーに対する取組みが、
地球温暖化防止につながります。
　皆さんは、省エネルギーに対する取組みを何か
していますか。私は、マイはしの使用や洗濯での
風呂水の使用、アイドリングストップやこまめな
消灯など、日常生活の中で小さなことから省エネ
ルギーに対する取組みを実践しています。皆さん
も、省エネルギーに対する取組みを、小さなこと
からでも結構ですので始めてみませんか。
　くらしのアドバイザー：山本靖子さん（中島区）

実りの秋・収穫の秋です

地球温暖化防止について

国民健康保険税　第３期
９月 30日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／10,498人（　0人）　　　　転入／88人
　女性／11,747人（＋7人）　　　　転出／66人
　合計／22,245人（＋7人）　　　　出生／16人
◎えびの市の世帯数　　　　　　　死亡／31人
　9,279 世帯（＋ 14 世帯）

（平成 20年９月１日現在）
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川
の
上
流
地
帯
で
あ
る
吉
松
、
栗
野
付

近
に
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
武
尊
が
真
幸

を
通
ら
れ
た
と
い
う
話
は
極
め
て
自
然

で
す
。
ま
た
、
平
松
付
近
に
古
墳
群
が

あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、こ
の
付
近
に
は
、

早
く
か
ら
豪
族
が
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
近
く
で
あ
る
皇
子
原
に

日
本
武
尊
が
駐
留
さ
れ
た
こ
と
も
不
思

議
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
岩
谷
神
社

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
、
皇

子
原
の
伝
説
を
信
じ
た
く
な
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
。

真
幸
町
郷
土
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に
よ
る
と
、
昔
、

日
本
武
尊
が
熊
襲
征
伐
に
御
西

下
さ
れ
た
と
き
、皇
子
原
で
休
憩
さ
れ
、

腰
掛
け
ら
れ
た
石
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
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こ
の
伝
説
は
ま
っ
た
く
文
献
的
な
根

拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
極
め
て
興
味
を

引
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
皇
子
原
入
口
に
岩
谷
神
社
が

あ
っ
て
、
日
本
武
尊
が
祀
っ
て
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
皇
子
原
付
近
で
あ
る
平
松

地
帯
に
古
墳
群
が
あ
る
こ
と
、
真
幸
は

熊
襲
の
い
た
隼
人
、
国
分
方
面
と
近
い

こ
と
な
ど
で
す
。

　

景
行
天
皇
の
皇
子
日
本
武
尊
の
川か

わ
か
み上

梟た
け
る師
征
伐
の
話
が
本
当
で
あ
る
か
否
か

は
別
と
し
て
、
文
献
の
上
か
ら
の
み
考

え
れ
ば
、
日
本
武
尊
が
川
上
梟
師
を
征

伐
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
遺
跡
は
、
国
分

に
あ
る
と
い
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
日
本

武
尊
は
小
林
方
面
か
ら
霧
島
の
東
部
を

回
っ
て
国
分
方
面
に
行
か
れ
た
と
考
え

る
の
が
常
識
的
で
す
。
し
か
し
、
霧
島

の
西
部
を
回
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
真
幸

を
通
っ
て
隼
人
方
面
へ
出
ら
れ
た
と
考

え
る
こ
と
を
否
定
す
る
積
極
的
理
由
も

な
い
よ
う
で
す
。

　

川
上
梟
師
と
い
う
言
葉
が
「
川
上
に

い
る
大
将
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
川
上
梟
師
は
川
内

上向江地区にある岩谷神社。

皇
子
（
王
子
）
原
に
関
す
る
伝
承

119

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
市
田
陸
奥
雄
）

広
報
え
び
の
５
月
号
（
№
４
９
９
）
の
ふ
る
さ
と
散
歩
「
大
圓
寺
と
馬
関
田
右
衛
門
佐
」
は
１
１
４
号
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
１
１
５
号
で
し
た
。
こ
こ
で
お
わ
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
わ
び
と
訂
正




